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木曽川水系は、木曽川・長良川・揖斐川の3河川を幹川とし、山地では峡谷をなし、

それぞれ濃尾平野を南流し、我が国最大規模の海抜ゼロメートル地帯を貫き、伊
勢湾に注ぐ、流域面積9,100km2の我が国でも有数の大河川。 
木曽川は、その源を長野県木曽郡木祖村の鉢盛山（標高2,446m）に発し、木曽谷

として名高い渓谷を中山道に沿って南南西に下って岐阜県に入り、飛騨川などと
合流し、愛知県犬山市で濃尾平野に出て、南西に流下し、長良川と背割堤を挟み
併流南下し、伊勢湾に注いでいる流域面積5,275k㎡、幹川流路延長229kmの河
川。 



流域の区域分け 
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インプットデータ 

アメダスデータ 

この流域では、上流で集
中豪雨に見舞われている。
時間差を持って下流に流
れ込んでくるので、注意が
必要。 

木曽川の上流には、洪水
対策用として使える、味噌
川ダム、阿木川ダム、岩屋
ダム、そして、丸山ダムが
設けられている。この地域
での豪雨をどれだけ貯水で
きるかがポイント 



氾濫の可能性 

特定地点を決
めてここに流
入してくる雨水
の流量Viを経
時的に計算す
る。 

特定地点での
河川の構造を
分析。これより
その地点での
流出可能量
Voを経時的に
計算する。 

Vi > Vo  なら、氾濫の恐れがある。 

河川の構造 



ダムの運用 洪水対策用 

ダムの運転状況 

ダムに、 

 何時、どの地域の降雨を、どのように 貯水するかは、その時の集中豪雨
のしかた、そして、どこでの氾濫の可能性をどのように抑制するかの判断に
よる。ここではダムの有効貯水容量に達するまで、できるだけたくさんの量
を貯水するように運転するものと仮定している。あくまでも、豪雨の仕方に
注目すべきである。 



河口附近では、十分な川幅が確
保されている。木曽川の水量だ
けでなく、長良川、揖斐川での水

量も考慮する必要がある？ 

氾濫の可能性 河口 付近 



濃尾大橋付近での川の構造を前提
としている。 
ここでは、川幅が十分あり、ダム
の運用をしないと仮定しても、十
分に流出能力があり、氾濫は抑制
されている模様。 

木曽川、河口附近出の流量の経時変化 

8/16日の午後に流入が
増えてくるが問題無。 



この付近は川幅があまりなく、氾濫
の危険性が高い？ 

氾濫の可能性  美濃加茂附近 

堤防の高さは9メートルとした
が、大丈夫か? 



ダム運用をしない時 

F Zone, G Zoneの集
中豪雨が同時に流入
して来る。これにさ
らに上流の降雨した
ものも加わり、氾濫
の可能性がある。 



味噌川ダムはカバーしている流域
が狭く、十分な機能を果たしてい
ない 

味噌川ダム・牧尾ダムの運用 

牧尾ダムは A Zone  全体をカ
バーしている。100%貯水しても、
まだ貯水機能に余裕がある。 



阿木川ダムはカバーしている流域
が狭く、十分な機能を果たしてい
ない。洪水対策としてダムではな
い。 

阿木川ダム・丸山ダムの運用 

丸山ダムは F Zone  全体をカ
バーしているが、阿木川ダムが
上流にあるので、95%を受け入れ
るものとした。また、貯水率は、
許容量一杯になる様に調節し、
個々では、35 % としている。 



岩屋ダムの運用 
岩屋ダムは D Zone  全体をカ
バーしているが、この領域の60%
を受け入れるものとした。また、
貯水率は、許容量一杯になる様
に調節するが、ここでは、100%
の貯水率とした。 



各ダムを運用した時 

流水量はかなり少なく
なるが、しかし、氾濫
の危険性はある。後半
での氾濫は抑えられる
可能性があるが、いず
れにしても、氾濫に対
する対応が必要である。 



各ダムを運用した時 

後半の氾濫は、ダムの運用により抑えられる可能性がある。 

洪水対策用のダムであるにも拘わらず、地理的条件により、その位置が必ず
しも適正ではない、あるいは、有効に機能していない感じがするので、住民と

の話し合いをもち、さらにダムの建設を進めるようにしてもらいたい。 
新丸山ダムが建設中であるが、これがうまく機能してくれることを期待している。 



木曽川には多数の洪水対策用のダムが設置されている。しかしながら、その
配置を考えると、降雨を受け入れる流域が非常にせまく、貯水の機能が十分
に果たされていないのではと、言う結果である。 
している。 

ダムの設置については、カバーできる範囲、すなわち、ダムに流入して来る
降雨の流域ができるだけ、広くなっていることが必要である。 

その点では、味噌川ダム、阿木川ダムが、流域のかなり水源近くに設置され
ており、貯水量が、有効貯水能力待まで達していない。これでは、洪水対策
用として十分な機能を果たしていないのではないかと思われる。 

 この機能を変えることはできないので、仕方がないにしても、こうしたダムの
運用をどのようにすれば良いのかの検討を是非進めて頂きたい。 
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